


















































































































































































































◎◎ ⑥⑤  
◎ ◎ @ ◎  





























































































































































































この気持ちを考えて• • •」と発言していた。 飼ってもら
えないこねこのどんなところが嫌かを具体的に考えさ
せることで，子どもがこねこも自分たちと同じ命があ
ることを考えることができると思った。そこで，とも
の発言を受け，「どんなことが嫌なん？」と切り返した。
その後寒いことや，食べ物や飲み物が無いこと，死
に関わることにもつながる発言が見られた。また，も
もは「もし，自分も捨てられたら，かわいそうやしさ，
一緒や」と発言した。またその発言を取り上げ 「どん
なことがかわいそう」と全体に問い返した。そうした
ことで，ももをはじめ，もう一度えさや飲み物がな
いことや寒さが死に関わることを発言している。自分
や生き物との関わりを具体的に重ね合わせながら考え
ることができ，深まりが見られたといえるであろう。
4. 成果と課題
1時間の中で「よりよい生き方」について考えを深
めることができれば，実践意欲や態度をより高めるこ
とができると考えた。中でも，今回は1時間の授業の
中で，子どもの思いや考えを可視化 ・共有化すること
に重点を置き取り組んだ3
子どもが 1時間の中で多くの思いを自由につぶやく
ことで，子どもの中にある思いや考えが全体に表出し
やすくなったといえるであろう。また，自分とは違っ
た意見に対し，子ども同士が，本音で尋ねたり，自分
の思いを相手に伝えたりすることができたと考える。
それは「よりよい生き方」について， 一人一人が考え
を深めることにつながった。
しかし，語彙力が少ない 1年生の子どもにとって，
友達に的確な気持ちや考えを伝えるということには課
題が残る。今回，そのための手立てとした表清のイラ
ストを使うことにおいては，子どもにとって有益では
なかった。今一度子どもの思いや考えが共有化しや
すくなる手立てを探り，道徳の 1時間の授業がより一
層考えを深める時間となるように研究したいと感じて
しヽる。
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